
 

 

図 61 レアアース鉱床発見記事⁽⁶⁶⁾ 

又、2012 年６月 29 日に各新聞やマスコミの報道によると、東京大学の加藤泰浩教授研究チームが

南鳥島周辺の推進 5600m の海底の泥の中に 680 万トン以上のレアメタルが含まれると公表した。今の

年間消費量の 230 年分に相当する量といわれる。日本にとっては大変明るい話題である。 

 

⑥ バイオ燃料の供給不安 

「３.- (１）e) 脱石油自動車」の項でバイオ燃料の話をしたが、バイオ燃料に関しては食料との

競合や、森林破壊などの課題が指摘されている。食料は地球上での人口増加傾向の中で飢餓問題など

食料不足が益々深刻化することが予想され、その流れに抗してバイオ燃料の確保や価格高騰について

は予断を許さないことになる。 
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図 62 世界のバイオ燃料生産情況⁽⁶⁷⁾ 

 

図 63 世界のエネルギー消費量推移と予測⁽⁶⁸⁾ 
 
 
⑦技術的対応予測は不明瞭な為に道路や燃料（電気）供給インフラへの行政施策や資源投入が曖昧。 

次世代自動車に関する本問題は定量化されたデータや資料は余り見かけないので確たることは言

えないが、現状は取り組むべき課題が多岐に亘り、何に集中すべきなのかを先に決めるべき課題であ

る。現在のところはその決め手が無いのが実状である。 

先にも述べたが内燃機関と軽量化技術などの革新がかなり期待できる面があるとすれば、社会的･

公共的な資源投資が無駄にならないようにする為に、技術革新の見極めが先決になる。3 年くらいは

時間をかけて見極める必要がありそうである。しかし企業としてはそのための下準備例えば人材教育

や過去の技術のレビューはしっかり進めておく必要がある。 

２．自動車産業の現状と今後の動向(全般論)

- 53 -



 

４．まとめ 

最後に、環境･エネルギー問題の技術的課題の克服の難易度を定性的に整理したシナリオを提示し

て本概要の講座の締めとする。（図 64 壁の高さは技術的難易度を表す） 

 
図 64 環境･エネルギー問題の対応シナリオ⁽⁶⁹⁾ 
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